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賞状と副賞を持つ大野区自主防災組織の柴崎さん（写真中央）と石橋さん（同左）と、渡邉町長。
おめでとうございます。

地家組の山盛りのおだんごは貫禄十分です。 大量のだんごが頭上に降り注ぐ！ こんなにとれたよ！

きれいな都幾川で大きくなあれ！
ヤマメの稚魚を放流

ヤマメの稚魚を放流する子どもたち。記念のカギを持つ田黒区の小峰区長（写真右）と渡邉町長（同左）。 完成したふれあいセンター田黒。

　２月11日（火・祝）、さいたま市浦和区の埼玉会
館にて、埼玉県自主防災組織知事表彰式が行
われ、大野区自主防災組織が知事表彰を受賞
しました。
　これは、昨年の１月23日に発生した大野地
内の堂平山で発生した林野火災において、連
日に渡り、自衛隊や消防団への炊き出しや、
火災現場への誘導等、迅速に火災対応を行い、
被害の軽減に貢献した功績によるものです。
また、推薦者の渡邉一美町長を訪問し、受賞
の報告を行いました。

　２月11日（火・祝）、玉川地内の春日神社にて、
無病息災・五穀豊穣を願う神事のだんご投げ
が行われました。この日、神社にはビニール
袋や箱を持った人が大集合。集落ごとにつ
くった供物のだんごを、神前に供え、お祓い
をした後、太鼓を合図に一斉にだんごが投げ
られました。
　参加者は、拾っただんごをそれぞれ袋に入
れ、満足げな顔で帰路についていきました。

　3月1日㈰、田黒区・小倉区主催のもと、ふ
れあいセンター田黒の落成式が行われました。
このふれあいセンター田黒は、さまざまな方
に利用されることを考え「福祉のまちづくり
条例」に基づいたバリアフリー対策を施すと
ともに、町の財産である木材を積極的に活用
することで林業振興に大きな活力を与えると
考え、可能な限りときがわ産材を使用してお
ります。また、本センターは災害時の指定避
難所に指定されました。
　今後、地域活動の拠点として多くの方々に
有効活用されることでしょう。

大野区自主防災組織が
埼玉県知事表彰を受賞

冬空の下、だんごが宙を舞う！
春日神社のだんご投げ

ふれあいセンター田黒が完成！

写真でときがわの「今」をお伝えする “ グラフときがわ ”。珍しい情報や写真は☎ 65-0401 広報担当までお寄せください。

グラフ ときがわ

　2月10日㈪、平保育園（西平地内）裏の都
幾川で、平保育園の園児と学童「やまびこ」
の児童らが、ヤマメの放流を行いました。こ
れは、町観光協会が主催し、武蔵漁業協同組
合の協力により実現したものです。
　ヤマメを見送った後には質問コーナーがあ
り、「ヤマメは何を食べているんですか」
「水の中の小さい虫や、川に落ちてきた虫を
食べていますよ」「どうしたら川はきれいに
保てますか」「汚れの一番の原因は家からの
排水。合併浄化槽を設置するのが一番良いで
すよ」といった質疑応答がありました。身近
な川への理解が深まった一日となりました。
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